
被災者に
聞く

震災学習を大学1年次の
必修科目にする

震災学習を大学1年次の
必修科目にする

震災学習を大学1年次の
必修科目にする

SNSなどで若者が震災の情報に
触れる機会を増やす

SNSなどで若者が震災の情報に
触れる機会を増やす

SNSなどで若者が震災の情報に
触れる機会を増やす

震災時の判断をVRで追体験震災時の判断をVRで追体験震災時の判断をVRで追体験

伝承施設を語り部の体験を
語り合える場にする

伝承施設を語り部の体験を
語り合える場にする

伝承施設を語り部の体験を
語り合える場にする

震災を次世代に伝えるために

監修　減災･復興支援機構 イラスト　さとうあけみ
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＠仙台・東北大 新聞論 受講生

必修科目化やＶＲ活用

宮
城
県
庁
と

市
役
所
に
提
言
書

形骸化防ぎ未来 つなぐ
学
生
た
ち
は
東
北
大
後
期
授
業
で
河
北

新
報
社
「
東
北
を
拓

ひ
ら

く
新
聞
論
」
を
受
講

し
、震
災
伝
承
の
現
場
と
現
状
を
学
ん
だ
。

授
業
の
成
果
と
し
て
持
続
可
能
な
伝
承
の

在
り
方
を
ま
と
め
、
今
月
２
日
に
宮
城
県

庁
と
仙
台
市
役
所
を
訪
問
し
、
提
言
書
を

提
出
し
た
。

県
庁
で
伊
藤
哲
也
副
知
事
、
仙
台
市
で

は
高
橋
輝
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
担
当
局

長
に
提
言
書
を
手
渡
し
た
。
学
生
た
ち
は

震
災
が
歴
史
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
社
会
全

体
で
当
事
者
意
識
は
希
薄
化
し
、
伝
承
行

事
も
形
骸
化
し
て
い
る
と
指
摘
。
「
ど
う

す
れ
ば
、
震
災
を
自
分
事
と
し
て
受
け
止

め
ら
れ
る
の
か
を
考
え
、
提
言
を
ま
と
め

た
」
な
ど
と
説
明
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
河
北
新
報
社
が
企
画
す

る
学
生
対
象
の
３
１
１
「
伝
え
る
／
備
え

る
」
次
世
代
塾
の
被
災
地
視
察
に
参
加
し

た
。
昨
年

月
に
は
宮
城
県
石
巻
市
震
災

遺
構
大
川
小
で
、
同
校
６
年
だ
っ
た
次
女

み
ず
ほ
さ
ん
‖
当
時

‖
を
亡
く
し
た

「
大
川
伝
承
の
会
」
共
同
代
表
の
佐
藤
敏

郎
さ
ん
か
ら
、
学
校
防
災
や
事
前
の
備
え

の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

今
年
１
月
は
仙
台
市
宮
城
野
区
の
東
北

福
祉
大
仙
台
駅
東
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
震

災
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
仙
台
市
職
員
ら
の

グ
ル
ー
プ
「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

Ｓ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ

（
チ
ー
ム
仙
台
）
」
の
取
り
組
み
を
学
ん

だ
。
仙
台
市
内
で
被
災
者
に
対
応
し
た
保

健
師
や
、
津
波
被
害
を
受
け
た
名
取
市
の

町
内
会
長
の
体
験
談
の
朗
読
に
耳
を
傾
け

た
。

次
世
代
塾
の
参
加
者
に
、
津
波
の
複
雑
な
動
き

や
破
壊
力
を
説
明
す
る
佐
藤
さ
ん
（
中
央
）
‖

２
０
２
５
年
11
月
15
日
、
宮
城
県
石
巻
市
の
震

災
遺
構
大
川
小

仙
台
市
の
担
当
者
に
提
言
の
骨
子
を
説
明
す
る

学
生
た
ち
‖
２
月
２
日
、
仙
台
市
役
所

河
北
新
報
社
は
１
月

日
、
通
算
１
２
６
回
目
の
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
む
す
び
塾
」
を
仙
台
市
青
葉
区
の
東
北
大
川

内
北
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
い
た
。
後
期
授
業
で
同
社
の
「
東
北
を
拓

ひ
ら

く
新
聞
論
」
を
受
講
し
た
東
北
大
１
、
２
年
生
７
人
が
参

加
。
３
月
の
東
日
本
大
震
災

年
に
合
わ
せ
て
、
今
後
の
震
災
伝
承
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

学
生
た
ち
は
一
人
一
人
、
震
災

伝
承
の
課
題
を
整
理
し
、
持
続
可

能
な
震
災
伝
承
の
ア
イ
デ
ア
を
発

表
し
た
。
課
題
に
は
、
災
害
に
対

す
る
危
機
感
の
希
薄
化
、
語
り
部

活
動
の
継
続
困
難
化
、
伝
承
施
設

の
来
場
者
減
少
な
ど
が
挙
が
っ

た
。解

決
策
と
し
て
、
法
学
部
２
年

の
加
藤
結
子
さ
ん

は
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
か
ら
学
生
が
集
ま
り

卒
業
後
に
全
国
に
分
散
す
る
仙
台

の
利
点
を
挙
げ
「
無
関
心
層
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
大
学

の
初
年
次
教
育
に
教
訓
を
学
ぶ
体

験
型
学
習
を
組
み
込
む
の
は
ど
う

か
」
と
提
案
し
た
。

語
り
部
活
動
を
継
続
す
る
た
め

に
、
学
校
や
企
業
と
連
携
し
た
伝

承
活
動
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
や
、
市
民

や
企
業
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
活

用
策
な
ど
を
訴
え
る
学
生
も
い

た
。
大
学
や
学
生
団
体
と
の
連
携

の
一
環
と
し
て
、
学
生
の
語
り
部

活
動
に
大
学
が
単
位
を
認
定
す
る

ア
イ
デ
ア
も
あ
っ
た
。

参
加
者
に
は
被
爆
地
の
広
島
市

や
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
起
き
た

神
戸
市
出
身
の
学
生
も
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
伝
承
施
設
の
在
り
方
に
関

し
、
災
害
を
追
体
験
で
き
る
場
所

へ
進
化
さ
せ
る
提
案
を
し
た
。

工
学
部
１
年
の
立
石
謙
心
さ
ん

は
広
島
市
出
身
。
教
育
を
受

け
て
原
爆
は
恐
ろ
し
い
と
理
解
は

し
た
が
、

年
前
の
出
来
事
と
認

識
し
自
分
事
と
捉
え
ら
れ
な
か
っ

た
経
験
か
ら
「
未
経
験
の
人
に
と

っ
て
、
震
災
は
歴
史
上
の
出
来
事

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
Ｖ
Ｒ

（
仮
想
現
実
）
な
ど
を
活
用
し
て

疑
似
体
験
が
で
き
る
資
料
を
増
や

す
こ
と
が
大
事
だ
」
と
語
っ
た
。

神
戸
市
出
身
の
文
学
部
１
年
吉

原
雄
司
さ
ん

は
、
Ｖ
Ｒ
を
用

い
た
よ
り
リ
ア
ル
な
避
難
訓
練
を

提
案
す
る
と
と
も
に
、
同
市
に
あ

る
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」

を
例
に
挙
げ
、
人
が
集
ま
る
仙
台

市
に
大
型
防
災
施
設
の
設
立
を
訴

え
た
。

被
災
者
と
直
接
的
な
交
流
を
通

し
た
感
情
、
感
覚
の
伝
承
の
重
要

性
を
語
る
学
生
も
い
た
。

助
言
者
を
務
め
た
公
益
社
団
法

人
３
・

メ
モ
リ
ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
語
り
部
阿
部
任
さ
ん

は
「
無
関
心
層
を
取
り
込
む
の
は

難
し
い
。
義
務
教
育
の
中
に
震
災

伝
承
を
組
み
込
む
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
」
と
述
べ
た
。

一
般
社
団
法
人
減
災
・
復
興
支

援
機
構
専
務
理
事
の
宮
下
加
奈
さ

ん

は
「
伝
承
を
記
録
に
残
し

て
誰
で
も
語
れ
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
語
り
部
一
人
一
人
が
そ

れ
に
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
乗

せ
て
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

震災を次世代に伝承するための提言
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提言５

震災を「自分自身の問題」として捉える視点を、次世

代に伝える仕組みをつくる

・仙台の各大学で、１年次に必修科目として東日本大震災を体系

的に学ぶ機会を設ける。

「なぜ学ぶのか」「どう生活に生かすのか」を明確に

伝える

・被災当時の人々の生活や判断の過程をＶＲなどの最新技術を活

用して追体験できる仕組みを取り入れる。

震災伝承への関心層に応じたアプローチを展開する

・強い関心を持つ層に、ボランティア活動や地域での伝承活動に

主体的に関われる機会を提供する。

日常の中で繰り返し目に触れる形で震災の記憶を呼び

起こす仕掛けを強化する

・ＳＮＳ（交流サイト）や動画配信サービス等を活用し、短時間

で反復的に目に触れるコンテンツを制作、発信する。

伝承施設を来訪者が震災を「感じ」「考え」「他者と

語り合う」ことのできる体験の場へと再設計する

・語り部との対話を通し、被災当時の生活や判断を自分や家族に

引き寄せて考え、備えの行動を促す。

持
続
可
能
な
震
災
伝
承
の
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
っ
た
学
生
た
ち
‖
１
月
19
日
、

仙
台
市
青
葉
区
の
東
北
大

■
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●語り手の気持ち鍵 いずれの発表も、経験

や日常生活と震災を結び付けようとする姿勢

が見られ、震災の記憶が風化する中で当事者

性をいかに保つかという問

題意識が共有されていた。

語り部の役割について、事

実を正確に伝えること以上

に、語り手自身の「気持ち」

が乗っているかどうかが、

聞き手に震災を自分事とし

て捉えさせる鍵になるとい

う指摘は強く心に残った。

（法学部２年 加藤結子さ

ん 歳）

●伝承には工夫必要 印象的だったのは、加

藤さんが言及した「伝承活動における語り手

と受け手の関係の固定化」だ。自分は仙台に

来てから、震災伝承の活動

に参加しているが、確かに

どんなときも学び手、聞き

手の立場であり、当事者性

に欠けていた。学校教育の

一環として行われている震

災伝承で、体験したことが

ない世代が、震災を自分事

としてとらえられるような

工夫が必要だ。（工学部２

年 野添諒さん 歳）

●生活に防災意識を ＡＲ 拡張現実 やＶＲ

の活用は企業の場合、ＣＳＲの一環で技術協

力をしてもらえるのではないか。伝承活動の

ビジネス化は、単に防災教

育という視点ではなく、危

機管理や想定外の事態に対

応するための教育として営

業することで、興味を持っ

てもらいやすくなることが

分かった。防災教育も知識

の習得ではなく、日々の生

活に取り込むことが重要だ

と実感した。（法学部１年

荒木髳太郎さん 歳）

●自分の盲点を発見 発表者一人一人への阿

部さんのアドバイスを聞いて、震災伝承活動

に日頃から携わっている人の問題意識の高さ

を感じた。自分の発表につ

いて、阿部さんは「伝承活

動は防災だけではない」と

指摘した。自分の盲点を発

見すると同時に、石巻市震

災遺構大川小で、語り部の

佐藤敏郎さんが話した言葉

「生き方、向き合い方まで

も伝えていく」を思い出し

た。（文学部１年 吉原雄

司さん 歳）

●施設の立地も大切 他の地域から来た人が

訪れやすい場所に震災伝承施設を造るという

提案があった。神戸市の人と防災未来センタ

ーは人の往来が多そうな場

所にあり、広島市の原爆ド

ームは中心市街地にある。

三陸の施設は、駅から近い

位置にあるとは言えない。

語り部の話を全国で聞ける

取り組みは、活動よりもそ

れを知ってもらうことの方

が難しいのかもしれないと

感じた。（工学部１年 後

藤巧人さん 歳）

●境遇重ね自分事に 体験していない人でも

伝えられるように「語り部の台本化」を提案

した。「台本に語り部自身の考えや気持ちな

どを組み込み、『自分事』

として捉えるようにするこ

とが大事」という助言に納

得した。聞き手にとって実

感が湧かないことが、解決

すべき課題だと考えていた

ので、自らの境遇を重ね、

被災者の体験を伝えること

は、自分事とする上で有効

だと思った。（工学部１年

立石謙心さん 歳）

●意見出す場が大事 震災伝承には、被災者

の思いに直接触れ合う機会が必要だ。語り部

の話とチーム仙台の朗読を聞いて、心情が伝

わってきた。石巻市震災遺

構大川小では視察後、語り

部の佐藤敏郎さんと少しの

間、話をしたことが強く印

象に残った。次世代への伝

承を考えるとき、今回のよ

うにいろんな人が意見を出

し合う場が、今後ますます

大事になるのではないか。

（工学部１年 小林佑颯さ

ん 歳）

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
の
被
災
体
験
を
振
り
返
り
、
防

災
の
教
訓
や
課
題
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
町
内
会
や
学
校
、
職
場
な
ど
少
人

数
の
集
ま
り
が
対
象
で
す
。
開
催
費
用
は
無
料
。
随
時
、
開
催
希
望
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
連
絡
先
は
教
育
・
防
災
連
携
室
０
２
２

２
１
１

１
５
９
１
。
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減災・復興支援機構専務理事 宮下 加奈さん

日常 取り入れ伝える 人々の交流の場が大切
３・ メモリアルネットワーク語り部 阿部 任さん

伝
承
は
防
災
だ
け
は
な
く
、
生
き
方
の
話
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
な

ど
で
社
員
が
被
災
地
で
学
ぶ
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
増
や
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
を
試
行
錯
誤
し

て
い
る
段
階
だ
。
語
り
部
が
営
業
す
る
の
は
難
し
い
。

行
政
が
そ
こ
を
担
う
よ
う
提
言
し
て
も
ら
え
た
ら
あ
り

が
た
い
。

伝
承
活
動
に
参
加
す
る
学
生
に
バ
イ
ト
代
を
払
っ
た

り
、
単
位
を
認
定
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
入
り
口
の
敷

居
を
低
く
す
る
の
に
有
効
だ
と
思
う
。
被
災
地
か
ら
被

災
地
へ
の
伝
承
も
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
直
接
相
互

に
触
れ
あ
え
る
場
を
作
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
。

防
災
教
育
と
い
う
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
「
生
き

抜
く
伝
承
」
な
ど
と
名
前
を
変
え
、
日
常
生
活
の
中
で

伝
え
て
い
く
の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
私
の
故
郷
の

東
京
都
三
宅
島
で
は
幼
い
頃
か
ら
「
あ
っ
ち
の
山
が
曇

っ
て
い
る
か
ら
明
日
は
雨
だ
」
な
ど
と
、
自
然
教
育
の

中
で
知
識
を
得
て
、
災
害
に
も
生
か
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
家
庭
で
年
に
１
度
で
も
日
を
決
め
て
災
害
に

つ
い
て
話
し
合
え
ば
、
持
続
性
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

い
か
に
災
害
を
自
分
事
と
捉
え
、
伝
え
て
い
く
か
が

大
事
。
今
後
、
東
北
を
離
れ
て
も
、
学
ん
だ
こ
と
に
自

分
の
気
持
ち
を
乗
せ
て
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
に
な

っ
て
ほ
し
い
。

(１８)２０２６年(令和８年)２月１８日(水曜日) (１８)２０２６年(令和８年)２月１８日(水曜日)


